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よ り異なる。 なお， 親 魚の 畜 養 に 適する母 
はじめに 

川水を用いた 畜養場所の蓄 養 能力 ( 用水量 

サケ・マス類の 親 魚は， 生まれた時期に と 他面積 ) が限られているため ，人工ふ化 

合わせて母川回帰することが 確かめられて 放流における 畜養の行程は ，計画的に行わ 

いろ。 例えば来遊時期の 早 い，い わゆる前 なければならない 重要な行程であ る。 この 

期 群を造成するには ，前期群を河川遡上さ ためには，各河川毎に 親魚が捕獲された 時 

せ ，それから種卵を 確保し放流することが 期 別に，その畜養日数を 把握する必要があ 

必要となる ( 広井 1985) 。 従って ， 偏った る。 1992 年から 1995 年まで，岩場の 技術 開 

種卵取りをすると 回帰 親 魚の来遊時期も 偏 発 試験の一環として ，岩場 6 文場の各技術 

ったパターンとなり ， また，来遊時期の 偏 専門官の協力の 下に，サケおよびカラフト 

重は，無価安の 要因ともなる。 バランスの マス闘魚の捕獲時期 別 の畜養日数を 調べた 

とれた来遊時期の 資源構成にするために のでここに報告する。 

は ，時期別の種卵確保の 調整が不可欠とな 

る 。 河川遡上した 親魚を捕獲する 捕獲 場は， 
方 法 

多くの場合，ふ 化場から遠く 離れた河川の サケ については， 1992 年から 199.@ 年 まで 

下流域に設置されているため ， 親 魚を捕獲 国がふ化放流を 直接実施している 25 の主要 

した時点では 採卵できるものが 少なく， 成 河川において ， 9 月上旬から 11 月下旬まで 

熟するまでの 間，安静止条件下で 畜養しな K こ 捕獲した親魚を 対象に実施した ( 図 1) 。 

げればならない。 親 魚が捕獲されてから 採 ヵ ラフトマスについては ， 1993 年から 1995 

卵に 至るまでの日数，いわゆる 畜養日数は ， 年ま                                                                           

遡上時期，捕獲場の 位置，河川の 大小等に 月上旬から 9 月下旬までに 捕獲した親魚を 
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図 1 . 調査実施河川の 位置 

対象に実施した。 した。 

調査方法は，原則として 母川水を利用し 

ている畜養 池 ( ふィヒ 場の飼育池を 含む ) を 
結 果 

用いて，捕獲した 旬毎 (5 のつく日を目処 サケ については， 25 河川のうち 9 月上旬 

に 3 日以内 ) に無作為に 雌 60 尾以上を蓄養 から 11 月下旬まで， 9 旬通して調査を 行っ 

( 畜 養 池 による区分，又は 親魚にタバ標識 たのは 6 河川であ ったが，捕獲の 盛期に当 

の区分 ) し 畜養期間中の 使用・へい 死 ・ たる 9 月から 10 月にかけて 5 旬以上の調査 

岩魚・未熟・ 疲弊・逸遊の 尾 数を調べると は， 20 河川において 実施した。 なお，畜養 

ともに，採卵に 至るまでの畜養日数を 調べ 池のスペ   ス不足で畜養区分ができなかっ 

た。 また，捕獲 旬 毎の平均畜養日数として ， た 3, 河川については ， 1 一 3 旬の調査で終 

採卵日毎に使用数と 畜養日数を掛けて ，捕 了した。 

獲旬 同 - 群の総使用数で 除した数値を 求め カラフトマスについては ， サケより 1 カ 

比較した ( 小数点以下は 四捨五入 ) 。 この他 月程度早く捕獲されるため ， 8 月上旬から 

に ，捕獲 旬 同一群の採卵に 至るまでの使用 調査を開始したが ， ¥m 河川のうち 9 月下旬 

率および畜養期間中における 蕎麦池の午双 までに 3 旬以上できたのはⅡ河川であ っ 

10 時 観測の水温を 調べた。 ナ - @ 。 

なお，畜養場所は ，畜養体制の 実態に合 各河川毎の調査実施期間，畜養場所， 捕 

わせ， 国のふ化場の 飼育油菜畜養 池 だけで 獲旬 別の平均 畜 養日数・観点使用率，畜養 

なく，民間収容 場 飼育 池兼 畜養池や捕獲 場 期間中の水温等についての 結果概要は以下 

の 畜 養 池 ( 河川内生貴答 ) も利用して実施 のとおりであ る ( 表 1 , 2)0 
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表 1. サケの捕獲時期別の 平均畜養日数 

表 2. カラフトマスの 捕獲時期別の 平均畜養日数 

⑨国の飼育 池兼 畜養 池 ●民間畜養 池 * 捕獲 場蓄 泰地 
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「サ ケ」 用いたため変動が 大ぎく， 9 月で 12.0 一 

( オホーツク海区 ) 20 ． 0 。 C, l0 月で 6.0 一 ln.0 で，そして 11 月で 

1  斜 皇別 は 一 1.0 一 6.0 。 C であ った。 

1992 年の 9 月 27 日から 12 月 8 日まで， 釆             

運収容 場 C9 月 27 日 一 1(1 月 26 日 ) と科 里捕 1993 年の 9 月 6 日から 11 月 、 ・ :0 日まで， 上 

獲場 畜養 池 (10 月 27 日 一 12 月 8 日 ) を用 い 里 収容 場 飼育 池 (9 月 6 日 一 10 月 19 日 ), 相 

て ，捕獲 旬 毎に 雌 60 尾を蓄養して 実施した。 生 収容 場 飼育 池 Clo 月 ln 日一 10 月 29 日 ) と 

旬 別の平均畜養日数は ， 9 月下旬で 13 日間 網走捕獲 場 畜養 池 (10 月 25 日目 11 月 30 日 ) 

( 範囲 : 最小 1,: 日一 最大 15 日 ),10 月上旬で を用いて，捕獲 旬 毎に 雌 60 尾を蓄養して 実 

                        一 19 日 ), 10 月中旬で 4 日間 施した。 旬 別の平均 畜 養日数は， 9 月上旬 

( 同 : 2 一         10 月下旬で 4 日間 ( 同     で 21 日間 ( 範囲 : 最小 17 日 一 最大 25 日 ), 9 

  一 17 日 ), 1 円上旬で 4 日間 ( 同 : 3 一 比 肩中旬で 16 日間 ( 同                               

目 ),  11 月 中旬で 5  日間 ( 同 :  4 一 21 日 ), で 13 日間 ( 同 :  7 一 18 日 ),  10 月上旬で 11 日 

そして 11 月下旬で 4 日間 ( 同 : 3 一 11 日 )                     一 14 日 ),10 月中旬で打日間 ( 同     

であ った。 親 魚、 の使用率は， 10 月下旬 (65.0   一 14 日 ), 10 月下旬で 9 日間 ( 同 : 7 一 14 

0/¥ と 11 月下旬 (73.3%) に逃遁 急 が多か       11 戸上旬で 7 日間 ( 同 ．・ n             

ったため悪い 以外は 83.3% から 93.3% であ 11 月 中旬で 6 日間 ( 同 : 4 一 11 日 ), そして 

った。 畜養期間中の 水温は，末運収容 場で 11 月下旬で 3 日間 ( 同 : 2 一 5 日 ) であ っ 

5.3 一 6.7 。 C, そして剣室捕獲 場 では 2.6 一 た。 親 魚の使用率は ， 9 月で QQ.OOK00.0x0 か           

7.4 でであ った。 拷， そじて 10 月                                                         

2  藻 巻川 あ った。 畜 養期間中の水温は ，上皇収容 場 

1994 年の 9 月 17 日から 11 月 29 日まで， 藻 で 9.4 一 11.l 。 C, 相生収容 場で 10 ． 9 一 11.4 

奉加捕獲場の 河川内の網主 貴 において， 捕 。 C, 網走捕獲 場 では 9.3 一 11.3 でであ った。 

獲旬 毎に 雌 60 尾を蓄養して 実施した。 旬別               

の 平均畜養口数は ， 9 月中旬， r 。 25 日間 ( 範 1ggt@ 年 9 月 7 日から 11 同 23 日まで，上呈 

囲 : 量 り、 19 日 一 最大 32 日 ), 9 月下旬で 24 日 収容 場 飼育 池 C9 月 7 日 一 10 月 19 日 ) と 常 

間 ( 同 : 17 一 35 日 ),10 月上旬で 23 日間 ( 同 :  日収容 場 飼育 池 Clo 同 15 日 一 11 同 23 日 ) に 

                10 月 中旬で 19 日間 ( 同 : 15 一 31  おいて，捕獲 旬 毎に 雌 fnn 尾を蓄養し実施し 

日 ), 10 月下旬で 14 日間 ( 同 . n 一 21 日 ),  た。 旬 別の平均 畜 養日数は， 9 月上旬でⅣ 

1 Ⅰ月ヒ旬で 10 口間 ( 同 : 5 一 22 日 ), 11 月中 日間 ( 範囲 : 最小 15 日 一 最大 18 日 ), 9 月中 

旬で 9 口間 ( 同 : 0 一 11 口 ), そして 11 月下 旬で 14 日間 ( 同 : 10 一 17 日 ), 9 月下旬で 13 

旬で 1 口間であ った。 親 魚の使用率は ， 9  日間 ( 同 : 9 一 18 日 ),1(   明上旬で 10 日 ( 同 : 

                                                                                                    中旬で 7 日間 ( 同 : 4 一 11 

      Q0/, そして n1 月では 86.7% から 96                 10 月下旬で f 日間 ( 同 . 5 一 13 日 ), 

であ った。 畜養期間中の 水温は，河川水を 11 月上旬で 5 日間 (3 一 7 日 ), そして 11 月 
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中旬で 4 日間 ( 同 : 3 一 6 日 ) であ った。 は ，全期間を通してへい 死角が多かったた 

親 魚の使用率は ， 9 月で 70.0% から 78.3%, め ， 9 月で 71.7% から 76.7%,       で ， fi8.3 

                  3% から 80.0%, そして 11 月では                   4%, そして nl 月では fnn                 

ぬ ． 0% から 88.3 兆であ った。 畜養期間中の               と若干悪かった。 畜養期間中の 水温 

            上呈収容易 で 7.0 一 8.5 で，常日収                             であ った。 

容場 では 3.0 一 ln.0 。 C であ った。 7  徳 忠則 )ll   1992 の年 9 月 7 日から 11 月 13 日まで， 徳 

1993 年の 9 月 lf 日から 11 月 30 日 まで， 渚 志 別事業場の飼育池を 用い， 親 魚の背鰭 基 

指南収容 場 飼育 池 において，捕獲 旬 毎に 雌 部に色刷チューブタバ 標識を施して ，捕獲 

45 一 60 尾を蓄養し実施した。 旬 別の平均 蓄 旬 毎に 雌 61 一 70 尾を蓄養し実施した。 旬別 

養日数は， 9 月中旬で 15 日間 ( 範囲 : 最小 の平均 畜 養日数は， 9 月上旬で 25 日間 ( 範 

12 日 一 最大 19 日 ), 9 月下旬で 13 日間 ( 同 :  囲 : 最小 1f 日一 最大 33 日 ), 9 月中旬で 24 日 

11 一 18 口 ), 10 月上旬で 12 日間 ( 同 : 6 一 ㏄ 間 ( 同 : 20 一 33 日 ), 9 月下旬で 24 日間 ( 同 : 

            中旬で 12 日                                                         上旬で 18 日間 ( 同 : 14 一 25 

10 月下旬で 10 日間 ( 同 :  5 一 17 日 ),  nl 肩上 日 ),  10 月中旬で 16 日間 日 ） 

旬で 7 日間 ( 同 : 4 一 12 日 ), そして 11 月中 そして 10 月下旬で 13 日間人同 : 9 一 20 日 ) 

旬で 7 日間 ( 同 : 9 一 15 日 ) であ った。 親 であ った。 親 魚の使用率は ， 10 月上旬で 95.7 

魚の使用率は ， 9 月中旬から 10 月下旬にか % と良好であ った以外は，へい 死急 が多か 

                                                                                                                            と 悪かった。 蓄 

ら 95.0% であ った。 畜 養期間中の水温は ， 養 期間中の水温は ，地下水を利用している 

地下水のため 8.7 一 8.8 。 C で はば 一定であ っ ためほ ば 一定で， 9.0 一 10 ・ 5 。 C であ った。 な 

た   お，本調査の 供 試魚は ，捕獲 親 魚から無作 

6  院内川 為に抽出したものではなく ，ギンケ対策を 

1993 年の 9 月 7 日から 11 月 26 日まで， 幌 考慮して未熟魚を 多く畜養したので ，畜養 

内事業場の飼育 池 において，捕獲 旬 毎に離 日数が現状より 長くなり， 10 月中旬で比較 

51 一 60 尾を蓄養し実施した。 旬 別の平均 書 すると本試験では 11 一 29 口間であ ったが， 

養日数は， 9 月上旬で 21 日間 ( 範囲 : 最小 捕獲 場 畜養 池 では 0 一 6 日間であ った。 

18 日 一 最大 28 日 ), 9 月中旬で 14 日間 ( 同                       

              9 月下旬で 11 口間 ( 同 : 7 一 % 1995 年の 9                    月 29 日まで， 頓 

日 ), 1(} 戸上旬で 8 日間 ( 同 : 3 一 14 日 ),  別別捕獲場の 河川内書 養池 ( 箱 主管 ) を用 

10 月 中旬で 8 日間 ( 同 '. a 一 l2 日 ), 10 月下 い， 9 月 20 日に捕獲した 雌 70 尾を蓄養して 

旬で 8 日間 ( 同 : ,: 一ト日 ), nl 月上旬で f  実施した。 平均畜養日数は ， b 日間 ( 範囲 : 

日間 ( 同 : 1 一 12 日 ), 11 月 中旬で 4 日間 最小 h 日一 最大 9 日 ) であ った。 親 魚の 使 

( 同 : .: 一 9 日 ), そして 11 月下旬で 2 日間 用 率は ， へい死角が多かったため 65             

                3 日 ) であ った。 親 魚の使用率 悪かった。 畜養期間中の 水温は， 7.0 一 1,:     
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。 C であ った。 

( 日本海区 ) 

9  天塩川 

m992 年の 9 月 8 日から 11 同 13 日まで，天 

塩川捕獲場の 河川内畜養 池 ( 固定 生費 ) を 

用い， 親 魚の背鰭基部に 色 刷 チューブタバ 

標識を施して ，捕獲 旬 毎に 雌 f6n 一 70 尾を蓄 

養し実施した。 旬 別の平均畜養日数は ， 9 

月上旬で 2.1 日間 ( 範囲 : 最小 16 日 一 最大羽 

口 ), 9 月中旬で 18 口 問 ( 同 : 12 一 22 日 ), 

9 月下旬で 25 日間 ( 同 : 12 一 29 日 ), 10 月上 

旬で 23 日間 ( 同 : 21 一 32 日 ), 10 月中旬で 14 

口間 ( 同 : 11 一 22 日 ), そして 10 月下旬では 

9 日 ( 同 : 6 -11 日 ) であ った。 親 魚の使 

用率は， 9 月中旬から 10 月上旬にかけては 

22.9% から 38.6% と極めて悪く ， 主たる原 

因は台風の大雨に 2 0 ， 土管内でのへい 死 

角、 と逃 遊魚が多く生じたためであ る。 畜養 

期間中の水温は ， 9 月で 13.0 一 15.6 て，そ 

して 10 月で 8.7 一 1¥.6 。 C であ った。 また，畜 

養場所が河口に 近いため，満潮時には 海水 

が水深 3 一 4m 付近まで逆流していること 

が水質測定結果から 判明した Cl0 月 lf 目 測 

定，水深 5m で塩分 32.48 ) 。 

10 石狩川 

(l)  1992 年の 9 月 17 日から 11 月 2 日まで， 

千歳事業場飼育池を 用い， 親 魚の背鰭基部 

に標識ガンにより ，色 刷 タグ標識を施して ， 

捕獲 旬 毎に 雌 52 一 115 尾を蓄養し実施した。 

旬 別の平均畜養口数は ， 9 月中旬で 8 日間， 

9 月下旬で 5 口 問 ( 範囲 : 最小 2 日 一 最大 

18 日 ), 10 月上旬で 5 日間 ( 同 : 2 一 12 日 ), 

10 月中旬で 5 日間 ( 同 : 2 一 11 日 ), そして 

10 月下旬で 3 日間 ( 同 : 3 一 10 日 ) であ っ 

た。 親 魚の使用率は ， 10 月中旬 (97.0%) 

以外は 68.9% から 79.7% であ り， 逃 遊魚が 

多く生じたため 若干悪かった。 畜養期間中 

の水温は，河川水と 地下水との混合水で 

12 。 C に設定し 9 月で地下水が 8.3 一 8.5 で， 

河川水が 13 よ一 16.0 。 C, そして 10 月で地下 

水が 8.1 一 8.4 。 C, 河川水が 10 ． 9 一 13.9 。 C で 

あ った。 

㏄ )  1993 年の 9 月 17 日から 11 月 8 日まで， 

前年と同様の 方法で，捕獲 旬 毎に 雌 72 一 103 

尾を蓄養し実施した。 旬 別の平均畜養日数 

は ， 9 月中旬で 8 日間 ( 範囲 : 最小 7 日 一 最 

大 12 日 ), 9 月下旬で 6 日間 ( 同 ' n 一 g 

日 ), 10 月上旬で 8 日間 ( 同 '. 1 一 13 日 ), 

10 月中旬で n 日間 ( 同 : 4 一 8 日 ), そして 

10 月下旬で 7 ロ 問 ( 同 : / 一 15 日 ) であ っ 

た。 親 魚の使用率は ，前年の試験結果と 比 

べ，へい 死 ，逃遁魚も少なく ， 9 月中旬で 

84.7% と若干悪かったが ， それ以降は 91.6 

% から 99.0% と良好であ った。 畜養期間中 

の水温は，河川水と 地下水との混合水で 

12 でに設定し 9 月で地下水が 8.4 一 8.6C, 

河川水が 14.1 一 16.2 。 C, そして 10 月で地下 

水が 8.1 一 8.4 。 C, 河川水が 10 ． 4 一 14.7 。 C で 

あ った。 

11 尻 別別 

1995 年の 9 月 16 日から 10 月 23 日まで，京 

極収容場の飼育池を 用い，地区分により ， 

捕獲 旬 毎に 雌 80 尾を蓄養し実施した。 旬 別 

の平均畜養日数は ， 9 月中旬で 10 日間 ( 範 

囲 : 最小 9 日 一 最大 12 日 ), 9 月下旬で 6 日 

間 ( 同 : 4 一 8 日 ), 10 月上旬で 14 日間， そ 

して 10 月中旬で 7 日間 (4 一 8 日 ) であ っ 

た。 親 魚の使用率は ， 9 月 中 ・下旬で 90 ． 0% 

から 93.8% と良好であ ったが， 10 月上旬で 

採卵 時 での未熟 急 が多かったため 77.5 兆 と 
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悪く，そして 10 月中旬では 90.0% であ った。 

畜養期間中の 水温は，湧水のため 6.2 でと一 

定であ った。 

は 利別 川 

1993 年の 9 月 8 Ⅱから 11 同 3 日まで，河 

川内畜養生貴を 用い， チューブタバ 標識区 

分に よ り，捕獲 旬 毎に 雌 fnn 尾を蓄養し実施 

した。 旬 別の平均畜養口数は ， 9 月上旬で 

10 日間 ( 範囲 : 最小 6 日 一 最大 13 日 ), 9 月 

中旬で 9 日間 ( 同 : 5 一 11 日 ), 9 月下旬で 

8 口 問 ( 同 ' n 一 Ⅲ 日 ), 10 月上旬で 4 日間 

( 同 : 9 一 9 日 ), 10 月中旬で 5 日間 ( 同 : 

3 一 7 ロ ), そして 10 月下旬で 3 日間 ( 同 : 

1 一 7 日 ) であ った。 親 魚の使用率は ， 9 

月上・中旬に 河川水温が高く ，へい 死急 が多 

かったため 63.3% から 65.0% と悪く， 9 月 

下旬で㏄． 00/, そして 10 月以降は 96.7% か 

ら 100 兆と良好であ った。 畜養期間中の 水 

温は，河川水のため 変動が大ぎく 9 月． ヒ ・ 中 

旬で 14.8 一 1S.0 。 C, g 月下旬で 13.6 一 % ユ 

だ ， そして ln 月では 7.0 一 13 フ 。 C であ った。 

13 厘沢部 川 

1993 年の 9 月 2? 日から 11 月 1 口まで，捕 

獲 場 蕎麦池を用い ， チューブタバ 標識区分 

により，捕獲 旬 毎に 雌 621 一 840 尾を蓄養し 

実施した。 旬 別の平均畜養日数は ， 9 月 - ド 

旬で 3 日間 ( 範囲 : 最小 2 日 一 最大 5 日 ), 

10 月上旬で 4 日間 ( 同 : 9 一 8 日 ), 10 月中 

旬で 3 口 問 ( 同 : 2 一 4 日 ), そして 10 月下 

旬で 3 口 問 ( 同 : 3 一 7 日 ) であ った。 親 

魚の使用率は ， 9 月下旬で 88.3%, そして 

10 月では 90 ． 0 から 95.0% であ った。 畜養期 

間中の水温は ，河川水のため 変動があ り， 

9 月下旬で T4.0 一 16.4 。 C, l0 月上旬で 9.8 

一 14.0 。 C, I0 月中旬で 10 コ一 11.l 。 C, そし 

て 10 月下旬では 9.4 一 10 ． 4 。 C であ った。 

( 根室海区 ) 

14 薫 別別 日 l 9 9 2 ケ下 の 9 ハ 日 3 から 10 月 31 日まで， 薫 

別事業場飼育 池 を用 い ，捕獲 旬毎         

55 一 788 尾を蓄養し実施した。 旬 別の平均 蓄 

養 日数 @ ， 9 月．ヒ旬で 17 日間 ( 範囲 : 最小 

      一 最大 2f 日 ), 9 月中旬， c-l4                     

11 一 19 口 7, 9 月下旬でⅡ日間 ( 同 '. n 一 13: 

      10 月上旬で 8  日 ( 同 :  9 一 lR 日 ),     

月 中旬で 10 日 ( 同 : 3 一 1f 日 ), そして 10 月 

下旬で 2 日間 ( 同 : 1 一 3 日 ) であ った。 

親 魚の使用率は ， 10 月中旬㏄ g.Co/¥ 以外 S 拷から glM よ拷と 良好であ った。 士卒 田 

養 期間中の水温は ，湧水のため 9.5 一 11   巧で 

であ った。 

15 世 茶 仁川 

ひ )  1992 年の 9 月 23 日から 11 月 27 日まで， 

伊奈仕事業場飼育池を 用い，捕獲 旬 毎に 雌 

f60 一 112 尾を蓄養し実施した。 旬 別の平均畜 

養日数は， 9 月下旬でⅡ日間 ( 範囲 : 最小 

n 日一 最大 21 日 ), 10 月上旬で 8 日間 ( 同 : 

0 一 21 日 ), 10 月下旬で 8 日 ( 同 : 0 一 24 

日 ), 11 月上旬で 5 日 ( 同 : 0 一 12 日 ), 11 

月 中旬で 6 日 ( 同 : 0 一 12 口 ), そして 11 月 

下旬で 0 日 ( 同 : n 一 3 日 ) であ った。 親 

魚の使用率は ， 90.5% から 96.3% と良好で 

あ った。 畜養期間中の 水温は，地下水・ 湧 

水 ・河川水の混合水を 用いたため， 9 月で 

8.2 一 10.0 。 C, l0 月で 6.2 一 9.gC, そして nl 

月で 4.5 一 8.8 。 C であ った。 

C2) 1993 年の 9 月 4 日から 11 月 5 日まで， 

伊奈 仁 事業場飼育池を 用い， 9 月上・中旬， 

¥11 月 中旬の 3 旬において捕獲された 雌 

60 一 91 尾を蓄養し実施した。 旬 別の平均 蓄 



養 日数は， 9 月上旬で 20 日間 ( 範囲 : 最小 

20 口 一 最大 21 口 ), 9 月中旬で 21 日間 ( 同 : 

17 一 22 日 ), そして 10 月中旬で nl 日間 ( 同 : 

S 一 V2 日 ) であ った。 親 魚の使用率は 96.7 

% から 97.8 九であ った。 畜 養期間中の水温 

は，地下水・ 湧水・河川水との 混合水を用 

いたため， 9 月で 8.4 一 10 ． 7 。 C, そして 10 月 

で @7.3 一 n1.8 。 C であ った。 

16 棟津川 

CD) l992 年の 9 月 4 日から 12 月 3 日まで， 

中標淫 事業場飼育 池 C9 月 4 日 一 10 月 22 

日 ), 標津 収容 場 飼育 池 Clo 月 15 口 一 12 月 3 

日 ) を用い，捕獲 旬 毎に 雌 621 一 840 尾を蓄 

養し実施した。 旬 別の平均畜養日数は ， 9 

月上旬で 18 日間 ( 範囲 : 最小 17 一 最大ぬ 

日 ), 9 月下旬で 12 日間 ( 同 Ⅱ 0 一 20 日 ), 

10 月上旬で 12 口 問て同 : 10 一 19 日 7, 10 月中 

旬で 9 口間 ( 同 : f 一 lf 日 ), 10 月下旬で 印 

日間 ( 同 : 8 一 15 日 ), そして 11 月 中 ・下旬 

で 3 日間 ( 同 : 3 一 9 日 ) であ った。 親 魚、 

の使用率は， 中標 淫事業場で 82.2% から 

90.1%, 標津 収容易 で 84.9% から 99.3% で 

あ った。 用水は両畜養 池 とも河川水と 地下 

水との混合水を 用い，畜養期間中の 水温は， 

中標津 事業場で 9 月上・下旬が 6.4 一 Ⅱ． 6 

で， 10 戸上旬が 5.4 一 9.1 で， 標津 収容易 で 

10 月中 ・下旬が 5.0 一 10 ． 7 で， 11 月中 ・下旬 

が 3.2 一 8.1 。 C であ った。 

㏄ ) 1993 年の 9 月 lf 日から 11 月 11 日 まで， 

中標淫 事業場飼育 池 (9 月 16 日 一 9 月 27 

口 ), 標津 収容 場 飼育 池 (11 同 1 日 一 11 月 11 

日 ) を用い， 9 月中旬に 雌 911 尾 ， 11 戸上旬 

に 雌 755 尾を蓄養し実施した。 旬 別の平均畜 

養日数は， 9 月中旬で 11 日間 ( 範囲 : 最小 

10 日 一 最大 11 日 ), 11 戸上旬で 7 日間 ( 同 : 

4 一 10 日 ) であ った。 親 魚の使用率は ， 中 

漂浮事業場でへい 死角が多かったため 65.3 

% と悪く， 標津 収容易では 折 ．， 1%/ であ った。 

畜養期間中の 水温は， 中 漂浮事業場で 9.4 

一 13.6 。 C, そして 標津 収容 場 では 4 Ⅱ 一 7.6 

でであ った。 

17 当幌川 

CD) l992 年の 9 月 28 日から 11 月 24 日まで， 

計根 別事業場飼育池を 用い， 9 月下旬， 11 月 

上・中旬の 3 旬において，捕獲 旬 毎に 45 一 ㍗ 

尾 を蓄養し実施した。 旬 別の平均畜養日数 

は， 9 月下旬で 10 日間 ( 範囲 : 最小 4 日 一 

最大 16 日 ), 11 戸上旬で 7 日間 ( 同 : 4 一 Ⅱ 

日 ), そして 11 月 中旬で 3 日間 ( 同 : 3 一 7 

日 ) であ った。 親 魚の使用率は ， 93.3% か 

ら 98.6% であ った。 用水は河川水を 用い，畜 

養期間中の水温は ， 9 月下旬で 7.7 一 8.7 で， 

そして 11 肩甲・下旬では 4.3 一 7.5 でであ っ 

た。 

(2)  1993 年の 9 月 8 日から円月 24 日まで， 

計根 別事業場飼育池を 用い， 9 月上・中旬， 

10 月の 5 旬において，捕獲 旬 毎に 雌 74 一 725 

尾を蓄養し実施した。 旬 別の平均畜養日数 

は， 9 月上旬で 11 日間 ( 範囲 : 最小 9 日 一 は 

目 ), 9 月中旬で 9 日間 ( 同 : 7 一皿 日 ), 

10 月上旬で 4 日間 ( 同 : 3 一 10 日 ), 10 月中 

旬で 11 日間 ( 同 : 11 一 16 日 ), そして 10 月下 

旬では 8 日間 ( 同 : 5 一 21 日 ) であ った。 

闘魚の使用率は ， 90.1% から 98.8% であ っ 

た。 畜養期間中の 水温は， 9 月上・下旬で 

8.2 一 9.7 で， 10 月上・中旬で 6.9 一 8 Ⅰで， 

そして 10 月下旬・ 1i 戸上旬では 4.6 一 9.0 で 

であ った。 

18 面別別 

れ ) 1992 年 10 月 3 口から 11 月 16 日まで， 虹 

--2o 一 



別事業場飼育池を 用い， 10 月上・中旬， ml 戸 

上旬の 3 旬において，捕獲 旬 毎に 105 一 fn42 

尾を蓄養し実施した。 旬 別の平均畜養日数 

は， 10 月   L 旬で 6 日間 て 範囲 : 最小 2 日 一 最 

大 lf 日 ), 10 月中旬で 3 日間 ( 同 : 1 一 7 

日 ), 11 月   ヒ 旬では 3 日間 ( 同 : 1 一 8 日 ) 

であ った。 親 魚の使用率は ， 95.1% から 95.6 

0/ であ った。 用水は湧水を 用い，畜養期間 

中の水温は， 8.4 一 5 方でと一定であ った。 

㏄ ) 1993 年の 9 月 6 日から ¥2. 同 3 日まで 

虹 別事業場飼育池を 用い， 9 月， 10 月下旬， 

11 月中 ，下旬の 6 旬において，捕獲 旬 毎に 

204 一 763 尾を蓄養し実施した。 旬 別の平均 

畜養日数は， 9 月上旬で 1.3 日間 ( 範囲 : 最 

小 12 日 一 最大 19 日 ), 9 月中旬で 12 日 ( 同 : 

10 一 18 日 ), 9 月下旬で 9 口間 ( 同 '. 1 一 lf 

日 ), 10 月下旬で 7 ロ 問 ( 同 : 9 一 13 日 ), 

11 月 中旬で 3 口 問 (1 一 9 日 ), そして nl 月 

下旬で 5 口 問 ( 同 : n 一 9 日 ) であ った。 

親 魚の使用率は ， 9 月で 85.2% から 90.8%, 

そして ln 月下旬から 11 月下旬では 92.4% か 

ら 95.1% であ った。 用水は湧水を 用い，畜 

養期間中の水温は ， 8.3 一 8.5 でであ った。 

19 風蓮川 

1992 年の 9 月 10 日からⅢ同 29 日まで，水 

系が異なる 西別 川水系の西 別 収容易飼育池 

を用い，捕獲 旬 毎に 78 一 231 尾を蓄養し実施 

した。 旬 別の平均 畜 養日数は， 9 月上旬で 

11 日間 ( 範囲 : 最小 8 日 一 最大 12 日 ), 9 月 

中旬で 20 日間， 9 月下旬で 10 日間， 10 月上 

旬で 6 口 問 ， 10 月中旬で 5 日間 ( 同 : 2 一 6 

日 ), そして 10 月下旬で 6 日間であ った。 親 

魚の使用率は ， 10 月下旬に 95.4% と良好あ 

った以外は 77.6% から 81.4% と若干悪く， 

全てへい 死魚 による減耗であ った。 用水は 

河川水・湧水を 用い，畜養期間中の 水温は， 

9 月で 8.6 一 10.3 。 C, そして 10 月では 7.3 一 

8.6 。 C であ った。 

え りも以東海区 

20 釧路刈 

1992 年の 9 月 5 日から 12 月 4 日まで，鶴 

居事業場飼育池を 用い，捕獲 旬 毎に 雌 

60 一 69 尾を蓄養し実施した。 旬 別の平均畜 

養日数は， 9 月上旬で 27 日間 ( 範囲 : 最小 

24 日 一 32 日 ), 9 月中旬で 20 日間 ( 同 : 15 

一 28 日 ), 9 月下旬で 24 日間 ( 同 : 12 一 30 

日 ), 10 月上旬で 23 日間 ( 同 : 15 一 30 日 ), 

10 月中旬で 20 日間 (15 一 26 日 ), 10 月下旬 

13 日 (10 一 20 日 ), ロ 戸上旬 7 日 C3 一 17 

日 ), 11 月 中旬 6 日 ( 同 : 3 一 13 日 ), そし 

て 11 月 - 「旬で 4 日間 ( 同 :.2 一 10 日 ) であ っ 

た。 親 魚の使用率は ， 9 月上・中旬に 80% 弱 

であ ったが， 9 月下旬から 10 月中旬にへい 

死急 が多かったため 45.0% から 65 Ⅰ 拷と極 

めて悪くなり ， 1n 月下旬以降に 88.3% から 

96.8% と良くなった。 畜養期間中の 水温 

は， 9 月で 8.0 一 11.2 。 C, l0 月で 7.2 一 8.3 

。 C, そして 11 月では。 1.0 一 8.0 。 C であ った。 

21 十勝川 

CD)  l992 年の 9 月 7 日から 12 月 7 口まで， 

更別 畜養 池 C9 月 7 日 一 11 同 9 日 ), 千代田 

捕獲 場 畜養 池 Cll 月 15 日 一 12. 同 7 日 ) を用 

い，捕獲 旬 毎に 雌 60 尾を蓄養し実施した。 

旬 別の平均畜養日数は ， 9 月上旬で 19 日間 

( 範囲 : 最小 15 日 一 最大 25 日 ), 9 月中旬で 

9 日間 ( 同 : 7 一 14 日 ), 9 月下旬で 7 日間 

( 同 : 3 一 14 日 ), 10 戸上旬で 8 日間 ( 同 : 

6 一 12 日 ), 10 月中旬で 8 日間 ( 同 : 5 一 Ⅱ 

日 ), 10 月下旬で 5 日間 ( 同 : i 一 8 日 ), 

11 月上旬で 1 日間 ( 同 : 1 一 4 日 ), 11 月 中 

一 21 一 



旬で 4 日間 ( 同 : 3 一 9 日 ), そして 11 月下 

旬で 9 日間 ( 同 : 5 一 リ目 ) であ った。 親 

魚の使用率は ， 9 月上旬から 10 月上旬にへ 

い 死 ，未熟 急 が多かったため 78.3% から 

83.0% で， U0 月中旬以降・ c, は 93.3% から 

100% であ った。 用水は両 畜 養 池 とも河川水 

を用い，畜養期間中の 水温は， 更別 畜養 池 

， 09 月が 11.3 一 13. 引 C, l0 月が 9.4 一 11.0 

。 C, そして 11 戸上旬が 8. 、 。 じ 10.5 でであ り， 

千代田 畜 養 油 で 11 肩甲・下旬が 0 ． 0-6.0 で 

であ った。 

(2) 1993 年の 9 月 6 日から 11 月 12 日まで， 

夷則畜養池を 用い，千代田捕獲 場 で捕獲さ 

れた 雌親 魚を捕獲 旬 毎に 60 尾畜養し実施し 

た。 旬 別の平均畜養日数は ， 9 月上旬で 18 

日間 ( 範囲 : 最小 15 日 一 最大 W. 日 ), 9 月中 

旬で 7 日間 ( 同 : 8 一 19 口 ), 9 月下旬で 7 

日間 て同 : 4 一 12 口 ), 10 月上旬で 12 日間 

( 同 : 4 -18 日 ), 10 月中旬で 7 日間 ( 同 : 

5 一 Hl 巳 ), 10 月下旬で 7 日間 ( 同 : 6 一 10 

日 ), そして 11 月上旬で 7 日間であ った。 親 

魚、 の使用率は， 9 月上・中旬， 11   明上旬にへ 

い先負が多かったため 70.0% から 81.7% で 

若干悪く， それ以外は 80 QoK0g.3J/n. ． から 96.7% で 

良好であ った。 用水は河川水を 用い， 畜 養 

期間中の水温は ， 9 月で 9 Ⅱ 一 12.9 。 C, l0 月 

で 9.0 一 10 ． g 。 C, そして 11 月上旬では 9.1 一 

10 ． 2 。 C であ った。 

( えりも以西海区 ) 

22 静 内川 

)W93 年の 9 月 14 口から 11 月 11 日 まで， 豊 

畑畜 養 池 において， 9 月中旬に蓄 養池 まで 

自然遡上した 雌 52 尾， 10 月上旬に豊細川捕 

獲 槽で 捕獲された 雌 52 尾， 10 月下旬に 静 内 

川と豊 畑 川合流点での 曳き網に よ り捕獲 さ 

れた 雌 f60 尾を蓄養し実施した。 句 別の平均 

畜養日数は， 9 月中旬で 10 日間 ( 範囲 : 最 

小 6 日 一 最大 If 日 ), 10 月上旬で 0 日 ( 同 : 

0 一 5 日 ), l(M 月下旬で 7 日間 ( 同 : 9 一 15 

日 ) であ った。 親 魚の使用率は ， 9 月中旬 

で 77.3%, 10 肩上旬で 88.5%, そして 10 月 

下旬では 86.T% であ った。 なお， 3 旬とも捕 

獲場所が異なるため ，同一条件下での 比較 

はでぎなかった。 

23  敦生別 

1992 年の 9 月 16 日 一 12, 同 1 日まで，敦生 

事業場飼育 池 を用 い ，捕獲 旬 毎に 雌 fn0 一 1S.: 

尾を蓄養し実施した。 旬 別の平均 畜 養日数 

は， 9 月中旬で 7 日間 ( 範囲 : 最小 6 日 一 最 

大 11 日 ), 9 月下旬で 12 日間， 10 戸上旬で 10 

日間 ( 同 : f 一 19 日 ), lQ 月 中旬で 5 日間 

( 同 : 4 一 1f 日 ), 10 月下旬で 4 日間 ( 同 : 

4 一 HI 日 ), 11 月上旬で 5 日間 ( 同 '. n 一 T 

日 ), 11 月中旬で 1 日間 ( 同 : 1 一 9 日 ), 

そしてⅡ月下旬で 3 日間 ( 同 '. 2 一 3 日 ) で 

あ った。 親 魚の使用率は ， 9 月下旬から 10 戸 

上旬にへい死点が 多く 54.2% から 78.7% と 

悪かったが， それ以外は 90.9% から 100% 

と良好であ った。 畜養期間中の 水温は， 9 月 

中 ・下旬で 7.8 一 10.3 。 C,l0 月で 8.2 一 9.5 。 C, 

そして 11 月では 4.9 一 7.9 。 n であ った。 

24 遊楽部別 

1993 年の 9 月 6 日から n1 同 5 日まで，遊 

楽部収容 場 畜養池を用い ， 9 月と 10 月 中 ・ 

下旬の 5 旬において， 雌 6n 一 f6h 尾を蓄養し 

実施した。 平均畜養日数は ， 9 月上旬で 巧 

日間 ( 範囲 : 最小 Hl 日一 最大 23 日 ), 9 月中 

旬で 7 日間 ( 同 '. n 一 l1 日 ), 9 月下旬で 8 

日間 ( 同 : 7 一 14 日 ), 10 月中旬で 8 日間 

C 同 : 2 一 13 口 ), そして 10 月下旬で 2 日間 

22 一 



( 同 : 1 一 8 日 ) であ った。 親 魚の使用率は ， 

9 月上旬に逃遊魚が 多かったため 80.0% で 

若干悪かった 以外は QQ. 「・ 0K から 93.3% と良 

好であ った。 

25 節内川 

(1) 1992 年の 10 月 3 日から 10 月 23 日まで， 

知 内事業場飼育池を 用い， 10 月上旬に捕獲 

した 雌 54h 尾を蓄養し実施した。 平均畜養日 

数は 15 日間 ( 範囲 : 最小 13 日 一 最大 20 日 ) 

であ った。 親 魚の使用率は 79.1% であ った。 

用水 忙 河川水と地下水の 混合水を用い ，畜 

養期間中の水温は ， 11.0 一 15.0 でであ った。 

C2)  1993 年の 9 月 28 日から l 「 W 同 28 日まで， 

知 内事業場飼育池を 用い， 9 月下旬と 10 月 

上旬の 2 旬において， 雌 125 一 216 尾を蓄養 

し実施した。 平均畜養日数は ， 9 月下旬で 

げ 日間 ( 範囲 : 最小 14 日 一 最大 24 日 ), 10 月 

上旬で 17 日間 ( 同 : 8 一 21 日 ) であ った。 

親 魚の使用率は ， 91.2% から 92.8 兆であ っ 

た 。 用水は地下水を 用い，畜養期間中の 水 

温は， 9 月で 12.4 で， そして 10 月では 9.8 一 

12.7 。 C であ った。 

「カラフトマス」 

( オホーツク海区 ) 

1  斜 星川 

1993 年の 8 月 2F, 日から 10 月 2 日まで， 斜 

里 捕獲 場畜 養池を用い， 8 月下旬から 9 月 

中旬の 3 旬において，捕獲 旬 毎に 雌 fhn 尾を 

畜 養し実施した。 平均畜養口数は ， 8 月下 

旬で 27 ロ 間 ( 範囲 : 最小 22 日 一 最大 34 日 ), 

9 月上旬で 18 日間 ( 同 : 16 一 25 日 ), そして 

9 月中旬で 14 日間 ( 同 : 13 一路 日 ) であ っ 

た。 親 魚の使用率は ， 68.3% から 78.3% で 

あ った。 用水は河川水を 用い， 畜 養期間中 

の水温は， lN0 ． 0 一 16 よ でであ った。 

  

2  網走 川 

1994 年の 8 月 29 日から 10 月 3 日まで，相 

生収容易の畜養池を 用い， 8 月中旬から 9 

月中旬の 4 旬において，捕獲 旬 毎に 雌 60 尾 

を蓄養して実施した。 旬 別の平均畜養日数 

は， 8 月下旬で 31 日間 ( 範囲 : 最 」、 29 日 一 最 

大、 35 日 ), 9 月上旬で 24 日間 ( 同 : 18 一四 

日 ), そして 9 月中旬で 20 日間であ った。 親 

魚の使用率は ， 8 月下旬で 98.3%, そして 9 

戸上・中旬では 95.0% から 98.3% であ った。 

畜 養期間中の水温は ， 8 月で 10.5 円 1.9 で， 

9 月で 8.6 一 10 ． 8 。 C, そして 10 月では 8.0 一 

8.3 。 C であ った。 

3 常日川 

1994 年の 8 月 お 日から 10 月 7 日まで，水 

系が異なる相生収容易の 畜養池を用い ， 8 

月中旬から 9 月中旬の 4 旬において，捕獲 

旬 毎に 雌 f60 尾を蓄養して 実施した。 旬別の 

平均畜養日数は ， 8 月中旬で 36 日間 ( 範囲 : 

最小 32 口 一 最大 42 日 ), 8 月下旬で 33 日間 

( 同 : 25 一町口 ), 9 月上旬で幻日間 ( 同 : 

23 一 30 日 ), そして 9 月中旬で 21 日間 ( 同 : 

14 一 24 日 ) であ った。 親 魚、 の使用率は， 8 

月中旬で 96.7%, 8 月下旬で 98.3%, そし 

て 9 月上・中旬では 100% であ った。 畜養期 

間中の水温は ， 8 月で 10 ． 2 一 11.9 で， 9 月 

で 8.6 一 1n.8 で，そして K0 月では 7.6 一 8.3C 

であ った。 

4 渚 滑川 

1994 年の 8 月 2,9 口から 10 月 15 日 まで， 渚 

滑南 収容 場 の畜養池を用い ， 8 月下旬から 

9 月中旬の 3 旬において，捕獲 旬 毎に 雌 fnn 

尾を蓄養して 実施した。 旬 別の平均畜養日 

数は， 8 月 - 卜旬で 39 日間 ( 範囲 : 最小 36 日 

一 最大 44 日 ), 9 月上旬で 35 日間 ( 同 : 
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28 一 42 日 ), そして 9 月中旬では 35 日問 い， 8 月 29 日に捕獲した 雌 60 尾を蓄養して 

( 同 : 29 一 36 日 ) であ った。 親 魚の使用率 実施した。 平均畜養日数は 8 日間 ( 範囲 : 最 は ， 8 月下旬で 90.0%, そして 9 月上・中旬 り 8 日 一最大 13 日 ) であ った。 使用率は 83 

                                    Qo/ であ った。 畜養期間 % であ った。 畜養期間中の 水温は， 9 月で 

中の水温は， 8 月で 12.2 一 12.6 。 C, g 月で           0 円 4.1 。 C であ った。 

                      そして 10 月では 8.9 一 9.4 。 C で ( 根室海区 ) 

あ った。 8  便 茶 仁川 

5  幌 内川 1994 年の 8 月 18 日から 9 月 29 日まで，伊 

                      から 1Q 同 18 日まで， 幌 茶 仕事業場の飼育池を 用い， 8 月中旬から 

内事業場の飼育 池 を用 い ， 8 月中旬から 9  9 月中旬の 4 旬において，捕獲 旬 毎に 雌 60 

月中旬の 4 旬において，捕獲 旬 毎に 雌 60 尾を 尾を蓄養して 実施した。 旬 別の平均畜養日 

蓄養して実施した。 旬 別の平均畜養日数は ， 数は， 8 月中旬で 3f 日間 ( 範囲 : 最小 34 日 

8 月中旬で 37 日間 ( 範囲 : 最小 33 口 一 最大 一 最大 42 日 ), 8 月下旬で 29 日間 ( 同 : 28 

41U), 8 月下旬で 35 日間 ( 同 : 26 一 40 日 ),  一 31 日 ), 9 月上旬で 篆 日間 ( 同 : 24 一 ㌘ 

9 月上 - 旬で 28 日間 ( 同 : 19 一 38 ロ ), そして 日 ), そして 9 月中旬で 15 日問い回目の 

9 月中旬で 26 日間 ( 同 : 15 一 35 日 ) であ っ 採卵を行った 9 月 29 日に蓄養していた 残り 

た。 親 魚の使用率は ， 8 月 中 ・下旬で 93.3%  42, 尾を取り上げて 試験を終了した ) であ っ 

から 96.T%, そして 9 月上・中旬では 100%  た。 親 魚の使用率は ， 8 月中旬で QQ.QO/0O.d@t,. 

であ った。 畜養期間中の 水温は， 8 月で 12     8 月下旬で 91 Ⅱ 0/, そして 9 月上旬では 

一は ． 6 。 C, g 月では． 6 一円． 2 。 C, そして 10 月       7% であ った。 畜養期間中の 水温は， 8 月 

では 12 ワ -13.1 。 C であ った。 で 9.0 一 11.0 。 C, そして 9 月では 8.5 一 n1.7 で 

6 徳 忠則 川 であ った。 

1995 年の 8 月 17 日から in 月 6  日まで， 水 9  棟津川 

系 が異なるオッチャラ べ 畜養池を用い ， 8 1994 年の 8 月 26 日から 9 月 29 日まで 標津 

月 中旬から 9 月上旬の 3 旬において，捕獲 旬 収容場の飼育池を 用い， 8 月下旬から 9 月 

毎に 雌 66 一 69 尾を蓄養して 実施した。 旬別 下旬の 4 旬において，捕獲 旬 毎に 雌 70 一 620 

の 平均 畜 養日数は， 8 月中旬で 35 日間 ( 範 尾 を蓄養して実施した。 旬 別の平均畜養田 

囲 : 最小 29 日 一 最大 41 日 ), 8 月下旬で 27 日 数は， 8 月下旬で 26 日間 ( 範囲 : 最小 24 日 

                  lS 一 36 口 ), そして 9 月上旬で 21 同 一最大 29 日 ), 9 月上旬で 18 日間 ( 同 : lf 

                    一 29 日 ) であ った。 親 魚の使用率 一 21 日 ),     中旬で 13 日間 ( 同 : nl 一 14 

                                                                            そして 9 月下旬で 7 日間 ( 同 : 6 一 

そして 9 月上旬では 89.9% であ った。 8 日 ) であ った。 親 魚の使用率は ， 8 月下 

7  頭 別川 旬で 87.19,n, 9 月上旬で 綴 ． 5%, 9 月中旬 

199.@ 年の 8 月 29 日から 9 月 11 日まで，頓 で 84.9%, そして 9 月下句では 86.8% であ 

別川 捕獲場の河川内書 養池 ( 箱 生貴 ) を 用 った。 畜養期間中の 水温は， 8 月で 13.8 一 
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15.8 。 C, そして 9 月では 10 ． 6 一 15.4 。 C であ 

った。 

10  当幌川 

1994 年の 9 月 5 日から 9 月 27 日まで，水 

系が異なる 床丹 収容 場 (9 月上旬 群 ) と 同 

水系の計帳 別事業場 (9 月中旬 群 ) の飼育 

池 において，捕獲 旬 毎に 雌 97 一 608 尾を蓄養 

して実施した。 旬 別の平均 畜 養日数は， 9 

月上旬で 20 日間 ( 範囲 : 最小 18 日 一 最大Ⅱ 

日 ), そして 9 月中旬で 10 日間 ( 同 Ⅱ 0 一 13 

日 ) であ った。 親 魚の使用率は ， 9 月上旬 

で 89.7%, そして 9 月中旬では 89.6% であ 

った。 畜養期間中の 水温は， 床丹 収容易 で 

9.7 一 11.4C, 計根 別事業場では 97 一れ． 2 

。 C であ った。 

nl 西別 Jll 

1994 年の 8 月 30 日から 9 月 27 日まで， 虹 

別事業場の飼育池を 用い， 8 月下旬から 9 

月下旬の 3 旬において，捕獲 旬 毎に 雌 

60 一 70 尾を蓄養して 実施した。 旬 別の平均 

畜養日数は， 8 月下旬で 18 日間 ( 範囲 : 最 

小 17 日 一 最大 21 ロ ), 9 月上旬で nl 日間 

( 同 : 10 一 17 日 ), 9 月中旬で 7 日間 ( 同 : 

5 一 9 日 ), そして 9 月下旬で 5 日間であ っ 

た。 なお， 9 月 27 日の採卵終了後， 9 月中 

旬捕獲で 畜 養中の 7 尾と 9 月下旬捕獲で 畜 

養中の 23 尾を取り上げて 試験を終了した。 

親 魚の使用率は ， 9 月上旬で 89.7%, そし 

て 9 月中旬では 89.6% であ った。 畜養期間 

                                          6 一 8. 拍 C とほぼ 

一定であ った。 

12  風 滝川 

1994 年の 8 月 3 日から 9 月初日まで， 水 

系 が異なる 西別 収容場の飼育池を 用い ， 8 

戸上旬から 9 月中旬の 3 旬において，捕獲       

毎に 雌 60 尾を蓄養して 実施した。 旬 別の平 

均畜養日数は ， 8 月上旬で 48 日間， 8 月下 

旬で 36 日間 ( 範囲 : 最 」、 32 日 一 最大 37 日 ), 

9 月上旬で 24 日間 ( 同 : 23 一 27 日 ), 9 月中 

旬で 12 日間 ( 同 : 11 一 15 日 ), そして 9 月下 

旬で 4 日間であ った。 なお， 9 月 27 ロの採 

卵終了後，畜養中の 29 尾を取り上げて 試験 

を中止した。 親 魚の使用率は ， 8 月上旬で 

80.0%, 8 月下旬で 90.0%, 9 月上旬で 

89.7%, そして 9 月中旬では 83.3% であ っ 

た。 畜 養期間中の水温は ， 8 月で 9.6 一 Ⅱ． 1 

。 C, そして 9 月では 9.0 一 14.4 。 C であ った。 

( えりも以東海区 ) 

13 釧路 川 

1994 年の 8 月 27 日から 10 月 6 日まで，鶴 

居事業場第二施設の 飼育池を用い ， 8 月下 

旬から 9 月中旬の 3 旬において，捕獲 旬 毎 

に 雌 58 一 85 尾を蓄養して 実施した。 旬 別の 

平均 畜 養日数は， 8 月下旬で 31 日間 ( 範囲 : 

最小 24 日 一 最大 40 日 ), 9 月上旬で 24 口 問 

( 範囲Ⅱ 9 一 31 日 ), そして 9 月中旬で 18 日 

間 ( 同 : 12 一 24 日 ) であ った。 親 魚の使用 

率は，へい死角が 多かったため ， 8 月下旬 

で 53.4%, 9 月上旬で 36.5% と極めて悪く ， 

9 月中旬では㍗．・。 q@l@0 であ った。 畜養期間中 

の水温は， 9 月で 7% 一 9.6 。 C, そして 10 月 

では 7.5 一 8.4 。 C であ った。 

14 十勝川 

1995 年の 8 月 23 日から 10 月 9 口まで，札 

内書 養 池を用いて， 8 月下旬から 9 月下旬 

の 4 旬において，捕獲 旬 毎に 雌 60 尾を蓄養 

して実施した。 旬 別の平均畜養日数は ， 8 

月下旬で 40 日間 ( 範囲 : 最小 20 口 一 最大 47 

日 ), 9 月上旬で 30 日間 ( 同 : 8 一 35 日 ), 

9 月中旬で 17 日 ( 同 : 6 一 27 日 ), そして 9 
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月下旬で f 日間 ( 同 : 2 一 12 日 ) であ った。 

闘魚の使用率は ， 8 月下旬で f6n                   

て 9 月上旬から下旬が 73.3% か                       

あ った。 畜養期間中の 水温は， 8 月で 

ll.l 一 nl                           2 一 11.8 。 C, そし 

                                8 。 C であ った。 

おわりに 

サケ における捕獲時期別の 平均畜養日数 

は，河川や地区毎に 異なるが，全体的には 

早い時期ほど 長く，遅くなるほど 短くなる 

傾向がみられた。 北海道内における 5 海区別 

の句別に平均畜養口数を 比較すると 9 月上 - 

旬で 15 日から 23 日間， 9 月中旬で 7 日から 

18 日間， 9 月下旬で 8 日から 16 日間， 10 戸 

上旬で 7 日から 17 ロ 問 ， 10 月中旬で 7 日か 

ら 14 日間， そして 騰 月下旬では 3 日から 10 

日間であ った ( 図 2) 。 海区間では，         

以東海区 と オホ   ツク海区が長く ， 日本海 

区とえ りも以西海区が 短 い 傾向がみられ 

た。 特異的な河川として ，天塩および 釧路 

平均畜養日数 ( 日 ) 
  

オホーツウ海区 + 
日本海区 + 

  

  

  

    
  上 中 下 上 中 下 上 中 下 

9 月 lo 月 Ⅱ九 

捕獲時期 

図 2. サケ捕獲時期 別 の畜養日数 

川は ， 9 月上旬から 10 戸上旬までの 平均畜 

養日数が極めて 長く 18 口から 27 日間であ っ 

た。 また，穂末 別 月性通常に捕獲される 割 

合より，未熟の 親魚を多く入れた 影響もあ 

るが， 18 日から 24 日間と長かった。 逆に 9 

月に捕獲された 親魚でも 頓 別別， 尻 別別， 

利則 川 ，尾沢部別では 3 口から 10 日間と短 

かった。 頓 別別，利則川は 捕獲場の河川内 

生 貴 での畜養であ り，尾沢部 月卜 捕獲 場に 

併設した河川水利用の 蓄 養池 であ る。 現在 

の 捕獲・畜養体制も 同様であ り，理想とす 

る湧水・地下水の 母川水による 畜 養体制が 

これまでも取られていないため ，畜養口数 

の 長い親魚が造られ 難い状況下にあ った と 

考えられる。 また，河口から 捕獲 場 までの 

距離が 50km および 80km と他 河川と上ヒべか 

なり長い十勝川と 石狩川については ， 9 月 

中旬以降の蓄 養 日数が 7 口前後と短かった 

ことから，確認のため 2 年間継続して 調査 

を行ったが， 2 年間とも類似した 畜養日数 

のパターンとなり ，   上流域での捕獲による 

宙弗 目性 

  

  

  

  g 月 上 g 万千       川上上                 
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図 3. 十勝・石狩 Jl@ における捕獲時期 別 畜養日数 
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ものと推測された ( 図 3) 。 なお，十勝川に 

おける平均畜養日数が 9 月上旬では 18 日か 

ら 19 口間と長いにもかかわらず 9 月中旬で 

は 7 日から 9 口問と急に短くなることが 確 

かめら ォ T, この理由としては ， - 時期に河 

川内の遡上 数 が多かったため ，捕獲体制の 

関係で捕獲 旬 が異なっても 遡上時期が同じ 

であ った可能性も 考えられた。 

ヵ ラフトマスにおける 捕獲時期別の 平均 

畜養日数は，河川により 若干異なるが ， サ 

ケ ほど地区間の 差は大きくみられなかっ 

た。 やはりサケ同様に 早い時期ほど 長く， 

遅い時期ほど 短い傾向がみられた。 また， 

9 月上・中旬において サケ の平均畜養日数と 

比較すると 6 日から 10 口間ほど長い 傾向も 

みられた。 調査を実施した 3 海区の句 別 平 

均畜養日数を 比較すると 8 月上旬で 45 日 

間， 8 月中旬で 36 日間， 8 月下旬で 28 日か 

ら 36 日間， 9 月上旬で 20 口から 一 27 日間， 

9 月中旬で 12 一 2lR 日間，そして 9 月下旬で   
日から 4S 日間と極めて 長 い ことが示され 

た。 なお，早い時期の 使用率が悪い 河川も 

平均 蓄養 口数 ( 日 ) 
60 

オホ 一半 : ウ 海区 
50 

根毛 酉 ミ 

40 スり色里東海区 

30 

20 

  

あ ったが，畜養Ⅱ数の 長い親魚ほど 減耗し 

やすいことも 考慮すると実質的な 畜 養日数 

はさらに長くなると 推測された。 

人工ふ化放流は ， サケ・マスが 自然繁殖 

する再生産行程の 一部分 ( 親 魚の捕獲から 

稚魚の放流まで ) を人工的に よ り効率よく 

進めることにあ る。 特に親魚の捕獲・ 畜養 

行程において 良好な条件を 保つことは， 良 

質卵を確保する 上で重要なことであ る。 サ 

ケ・マス類の 質的な改善策の 1 つとして， 

沿岸に早期に 回帰する ギ ンケ魚の造成が 進 

められているが ， そのためには 河川での畜 

養期間が長い 親魚を育成することが 必要と 

なる ( 広井 1985) 。 従って， より効率的な 

畜養体制の整備および 時期別の種卵確保の 

調整を行う上で ，本調査結果を 参考として 

利用されたい。 
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